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日
本
中
国
友
好
協
会
創
立
６０
周
年
記
念 

岡
山
集
会
を
成
功
さ
せ
よ
う
！！ 

１
９
５
０
年
１０
月
１
日
、
日
本
中

国
友
好
協
会
は
、
岡
山
県
井
原
市

出
身
の
内
山
完
造
氏
を
初
代
理
事

長
と
し
て
東
京
で
結
成
さ
れ
ま
し

た
。 今

年
２
０
１
０
年
は
、
協
会
結
成

か
ら
６０
年
の
記
念
す
べ
き
節
目
の

年
で
す
。 

こ
の
間
、
侵
略
戦
争
を
ひ
き
お
こ
し

た
政
府
の
責
任
を
明
ら
か
に
し
つ

つ
、
誤
っ
た
中
国
観
と
偏
見
を
正
す

国
民
的
な
運
動
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。
特
に
、
２
度
と
再
び
戦
争
の

過
ち
は
繰
り
返
さ
な
い
と
誓
い
、
不

再
戦
平
和
の
運
動
に
取
り
組
み
ま

し
た
。 

 

６
月
２０
日
、
日
中
岡
山
支
部
は
、

本
年
度
総
会
に
お
い
て
「
日
中
友
好

協
会

６０
周
年
創
立
記
念
集
会
を

成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
！
」
と
決
定

し
、
９
月
を
「
日
中
創
立
６０
周
年
記

念
月
間
」
と
し
て
、
中
国
料
理
教

室
、
柳
条
湖
事
件
の
街
頭
宣
伝
、
日

中
創
立
６０
周
年
記
念
岡
山
集
会

な
ど
の
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

７
月
１９
日
、
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で

「
中
・
日
民
間
交
流
の
集
い
」
が
、
約

７０

人
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
集
い
は
、
岡
山
県
華
僑
華
人
総

会
と
広
島
県
華
僑
華
人
総
会
設
立

準
備
委
員
会
の
主
催
で
第
一
部

「
（
広
島
・
岡
山
）
友
情
の
集
い
」
第
二

部
「
（
同
胞
を
励
ま
す
）
披
露
宴
」
に

分
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

劉
会
長
よ
り
後
楽
園
の
名
前
の

由
来
、
内
山
完
造
と
魯
迅
・
岡
崎
嘉

平
多
と
周
恩
来
と
の
関
係
な
ど
に

触
れ
な
が
ら
日
中
交
流
と
岡
山
と

中
国
の
深
い
結
び
つ
き
に
つ
い
て
は
な

さ
れ
ま
し
た
。 

広
島
の
友
人
を
代
表
し
て
日
中

広
島
の
三
戸
事
務
局
長
が
、
広
島

支
部
の
結
成
と
そ
の
後
の
活
動
に
つ

ニホン語検定問題 ① 
 

◎次の文（１）（２）について、自由にできるだけ

詳しく論じなさい。 

 

（１） この水飲めますか？ 

（２） このケーキまだ食べれるよ。 

 

答案は横書き（１）（２）あわせて千文字以上

に、住所、氏名を記す。  

採点してお返しいたします。 

 

〒７０３－８２５６ 

岡山市中区浜３―８―３０―５１４ 

竹内和夫 までお届けください。 

い
て
報
告
し
ま
し
た
。
日
中
岡
山
の

竹
内
理
事
長
は
岡
山
の
友
人
を
代

表
し
て
岡
山
支
部
の
日
中
不
再
戦

の
歴
史
を
中
心
と
し
た
運
動
に
つ
い

て
述
べ
ま
し
た
。 

第
二
部
で
は
、
二
組
の
新
郎
・
新

婦
が
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
の
祝
福

を
受
け
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
林
軍
治 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp

//riz
h
o
n
g
.w

e
b
.in

fo
s
e
e
k
.c

o
.jp

 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

  
    

  
riz

h
o
n
g

8
6

@
h
o
tm

a
il.c

o
.jp

 

 
 

２０１０年国民平和大行進 

━日中岡山の旗を持って参加━ 

２
０
１
０
年
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進
は
、 

”
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
ロ
シ
マ
、
ノ
ー
モ
ア
・
ナ
ガ
サ
キ
”
と
核
兵

器
廃
絶
を
訴
え
て
、
今
年
で
５２
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

岡
山
県
内
は
７
月
１６
日
、
兵
庫
県
か
ら
引
き
継

ぎ
、
２６
日
に
広
島
県
に
つ
な
ぐ
１１
日
間
行
進
し
ま
し

た
。 私

は
、
１９
日
の
岡
山
県
庁
か
ら
オ
ル
ガ
ま
で
の
コ
ー

ス
に
、
日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部
の
旗
を
持
っ
て
参

加
し
ま
し
た
。
約
２
０
０
人
の
行
進
団

は
、
平
和
の
波
お
か
や
ま
実
行
委
員

会
の
「
平
和
七
夕
ま
つ
り
」
の
折
り
鶴

が
飾
ら
れ
て
い
る
表
町
商
店
街
を
歩

き
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
若
者
の
「
な

く
せ
核
兵
器
、
守
れ
憲
法
９
条
」
な

ど
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
に
声
を
合
わ

せ
、
猛
暑
の
中
を
元
気
よ
く
行
進
し

ま
し
た
。 

今
回
、
多
く
の
若
者
が
参
加
し
、
行
進
団
を
リ

ー
ド
し
て
い
る
の
を
見
て
、
元
気
づ
け
ら
れ
行
進

の
未
来
が
明
る
い
と
確
信
し
ま
し
た
。 

日
中
岡
山
か
ら
は
、
田
中
、
小
林
理
事
、
倉
敷

支
部
か
ら
は
、
平
井
理
事
が
参
加
し
て
い
ま
し

た
。 日

中
の
会
員
、
準
会
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

や
地
域
で
「
日
中
不
再
戦
は
、
憲
法
９
条
を
生
か

す
道
」の
立
場
で
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 

日
中
岡
山
事
務
局
長 

小
林
軍
治 

旗を持って商店街を行進する小林事務局長 

中
・
日
民
間
交
流
の
つ
ど
い 

あいさつをする竹内理事長 左がわ３人目からから竹内、小林、三戸、右はしが劉さん 



 

は
じ
め
に 

 
 

日
本
と
中
国
は
「
一
衣
帯
水
」
。

内
閣
府
の
外
交
に
関
す
る
世
論
調

査
、
５５
，
２
％
が
良
好
で
な
い
、
立

ち
は
だ
か
る
見
え
な
い
カ
ベ
、 

過
去

の
戦
争
を
め
ぐ
る
歴
史
認
識
の
ち
が

い
、
世
界
の
変
化
、
若
い
人
は
中
国

と
正
し
く
向
き
合
え
る
の
か
。 

①
満
州
事
変
（
柳
条
湖
事
件
） 

 
 

９
，
１８ 

ハ
ル
ビ
ン
の
夜
の
思
い
出 

 

９
，
１８
記
念
日 

「
忽
忘 

国
恥
」
の

日 

 

「
満
州
事
変
」
に
つ
い
て
、
日
中
両

国
の
認
識
の
ち
が
い 

 

「
日
本
近
現
代
史
を
読
む
」
の
記

述
か
ら
・
・・ 

 

「
関
東
軍
」
の
独
走
で
、
日
本
政
府

に
は
責
任
は
な
い
か
・
・
・
「
東
方
会

議
」 

板
垣
参
謀
の
講
演 

 
 
 

日
本

政
府
の
追
認 

賛
辞
（
勅
語
）
・
・
・
・  

 

外
務
省
の
外
交
文
書
集
（１
９
５
５
） 

 

９
，
１８

記
念
館 

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト 
 

 
 

関
東
軍
（
板
垣
征
四
郎
、
石
原
莞
爾

参
謀
ら
） 

 

中
国
残
留
孤
児
問
題
の
一
因
に

な
る
「
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
」

も
関
東
軍
が
指
導
。 

 

軍
人
が
幅
を
き
か
し
、
軍
人
政
権

樹
立
の
テ
ロ 

 

岡
山
県
の
犬
養
首

相
暗
殺
５
，
１５
事
件 

当
時
の
中
国

は
・・
・ 

 

い
る
の
で
し
ょ
う
。
車
が
着
い
た
と
こ

ろ
の
お
土
産
物
売
り
場
で
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
と
い
う
流
れ
で
す
。  

 
 

 

廈
門
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
後
に
結
ば

れ
た
南
京
条
約
で
開
港
し
た
５
港
の

一
つ
で
あ
り
、
コ
ロ
ン
ス
島
に
は
領
事

館
が
置
か
れ
、
西
洋
人
が
多
く
住
ん

で
い
た
た
め
、
現
在
も
そ
の
当
時
の

洋
館
が
残
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
領

事
館
跡
も
あ
り
ま
し
た
。 

当
日
も
何
組
か
の
カ
ッ
プ
ル
が
結
婚

写
真
を
撮
っ
て
い
ま
し
た
し
、
モ
デ
ル

さ
ん
を
プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
写
し
て

い
る
現
場
に
も
遭
遇
し
ま
し
た
。 

中
国
・
福
建
省
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
⑦ 

真
田 

紀
子 

が
も
っ
て
い
た
中
国
東
北
部
の 

 

利

権
を
手
に
入
れ
、
遼
東
半
島
の
旅

順
、
大
連
を
含
む
周
辺
を
関
東
州

と
し
て
事
実
上
の
植
民
地
と 

 

し

た
。 南

満
州
を
縦
断
す
る
鉄
道
の
権

利
も
手
に
入
れ
、
守
備
隊
と
し
て

「
関
東
軍
」
が
つ
く
ら
れ
た
。
そ
の
関

東
軍
は
中
国
侵
略
の
尖
兵
と
な
っ

た
。 

 

司
馬
遼
太
郎
の
「
坂
の
上
の
雲
」
の

歴
史
観
に
つ
い
て 

 

⑤
日
中
友
好
の
大
き
な
運
動
を 

 
 

戦
後
６５
年
。
あ
の
戦
争
を
ふ
り

か
え
っ
て
み
る
と
・・
・ 

 
 

１
９
４
９
年
、
新
中
国
が
誕
生
。

そ
れ
か
ら
６１
年
。 

 
 
 

中
華
人
民
共
和
国
は
、
抗
日
戦

争
の
戦
い
を
つ
う
じ
て
生
ま
れ
た
。

（
日
本
の
侵
略
戦
争
で
生
ま
れ 

 

た
国
） 

 

日
本
の
自
民
党
政
府
は
、
国
と
し

て
認
め
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
２３
年

後
、
１
９
７
２
年
に
国
交
回
復
。 

加
害
国
で
あ
り
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ

と
い
っ
し
ょ
に
中
国
封
じ
込
め
。
１
９

７
８
年
に
平
和
友
好
条
約
。 

 

戦
後
５０
年
の
村
山
談
話
。
わ
が

国
の
首
相
と
し
て
は
じ
め
て
反
省
と

お
詫
び
の
談
話
。 

 
 

し
か
し
、
そ
の
後
も
く
り
返
さ
れ

る
閣
僚
や
政
府
高
官
の
戦
争
肯
定

論
と
靖
国
参
拝
。 

 

日
中
両
国
の
学
者
に
よ
る
「
日
中

歴
史
共
同
研
究
報
告
」
の
発
表
（
１

０
，
１
，
３
１
）
後
も
き
ち
ん
と
し
た

反
省
が
な
い
。 

 
 

日
中
友
好
の
国
民
運
動
で
、
未

来
を
切
り
開
こ
う 

認
識
」
に
立
っ
て
書
店
の
店
頭
が
変

わ
っ
た
。 

変
わ
ら
な
い
政
権
中
枢
と
高
級

官
僚
。
南
京
占
領
で
「
勝
っ
た
」
ど
こ

ろ
か
泥
沼
に
日
本
軍
の
被
害
甚

大
・・焦
り 

 
 
 
 

「
殺
し
つ
く
し
、
焼
き
つ
く
し
、

奪
い
尽
く
す
」三
光
作
戦 

 

④
日
清
戦
争
、 

日
ロ
戦
争
を
見
る
目 

 

「
日
清
戦
争
や
日
ロ
戦
争
は
祖
国

防
衛
戦
争
だ
っ
た
」
の
か
？ 

 

（田
母

神
俊
夫
氏
や
渡
部
昇
一
氏
） 

 

日
清
戦
争
（
１
８
９
４
―
９
５
）
と

日
ロ
戦
争
（
１
９
０
４
―
０
５
）
は
、
主

に
朝
鮮
半
島
の
支
配
権
を
争
っ
た
戦

争
だ
っ
た
。  

 

 

明
治
維
新
で
資
本
主
義
の
道
を

歩
み
は
じ
め
た
若
い
、
弱
い
国
の
日

本
は
、
そ
こ
か
ら
抜
け
出
す
道
を
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
植
民

地
を
も
つ
大
国
に
な
ろ
う
と
し
た 

「
脱
亜
入
欧
」
が
さ
か
ん
に
言
わ
れ

た 

１
８
８
９
（
Ｍ
，
２２
）
大
日
本
帝

国
憲
法
施
行
、
１
８
９
０
年
の
最
初

の
帝
国
議
会
で
山
県
有
朋
首
相
の

演
説
「
日
本
の
防
衛
の
た
め
に
は
朝

鮮
半
島
の 

 

確
保
が
必
要
」
と
。 

 

日
清
戦
争
（
１
８
９
４
―
９
５
）
で

日
本
が
清
国
に
勝
っ
た
。
日
本
近
代

史
の
転
換
点
。 

 
 
 

朝
鮮
半
島
の
支
配
権
を
要
求
し

た
だ
け
で
な
く
、
台
湾
を
日
本
の
最

初
の
植
民
地
に
し
た
。 

 
 
 

ロ
シ
ア
は
中
国
東
北
部
に
拠
点

を
き
ず
き
、
朝
鮮
半
島
へ
の
進
出
を

企
て
て
い
た 

 

日
ロ
戦
争
（
１
９
０
４
―
０
５
）
で
予

想
に
反
し
て
日
本
が
勝
利
。 

 
 
 
 

朝
鮮
半
島
の
支
配
権
を
手
に

お
さ
め
、
韓
国
を
併
合
し
た
。
ロ
シ
ア

②
廬
溝
橋
事
件
、 

日
中
全
面
戦
争
へ 

 

１
９
３
７
（
Ｓ
，
１２

）
年
７
月
７

日
・
・
廬
溝
橋
事
件
か
ら
全
面
戦
争

へ  
日
中
両
国
の
認
識 

中
国
駐

屯
軍
と
は
？ 

 
 

清
朝
末
期
の
義
和
団
事
件
で
駐

兵
権 

 

数
百
人
規
模
が
５
８
０
０
人

に 

日
本
は
「
一
撃
を
加
え
れ
ば
相

手
は
屈
服
す
る
」
と
考
え
て
い
た 

と
こ
ろ
が
、
中
国
が
変
わ
っ
て
き
た 

 

「
西
安
事
件
」
（
１
９
３
６
，
１２
） 

抗
日
統
一
戦
線
の
結
成 

（
国
民
党

と
中
国
共
産
党
）
（
１
９
３
７
，
９
） 

共
産
党
軍
の
「
大
長
征
」
（
３４
，
９
―

３６
，
１０
）
の
あ
と
を
訪
ね
て 

子
ど

も
の
こ
ろ
、
教
え
ら
れ
た
こ
と 

 

「支
那
を
こ
ら
し
め
る
」
「チ
ャ
ン
コ
ロ
」  

 

な
ぜ
戦
争
を
「
事
変
」と
言
い
張
っ

た
か 

二
つ
の
理
由 

③
南
京
事
件
と
三
光
作
戦 

 

南
京
事
件
と
は
？ 

 

日
中
両
国

の
認
識
の
ち
が
い 

 

「
ウ
ソ
」
「
ま
ぼ

ろ
し
」
な
ど
と
否
定
。 

南
京
事
件

の
あ
と
を
訪
ね
て
現
場
を
見
る 

 

南
京
事
件
の
論
争 

 

ほ
ぼ
尽
く

さ
れ
、
否
定
で
き
な
い
事
実
と
し
て

決
着
。 

 

２
０
１
０
、
１
，
３１ 

日
中
両
国
の

学
者
に
よ
る
「
日
中
歴
史
共
同
研
究

報
告
書
」
が
発
表
さ
れ
た
、 

 

そ
の

中
で
・
「 

日
中
戦
争
が
日
本
に
よ
る

侵
略
戦
争
で
あ
っ
た
と
い
う
基
本
的

  

日
本
と
中
国
の
間
の
見
え
な
い
カ
ベ       

                    
 

 
 

 
 

 
 

 

（
栗
本
泰
治
） 

「
日
中
戦
争
」
を
ど
う
観
る
か 

 

そ
の
後
、
シ
ル
ク
製
品
を
売
る
店
に

連
れ
て
行
か
れ
、
と
う
と
う
犠
牲
者

が
一
人
出
ま
し
た
。
店
員
さ
ん
に
捕

ま
っ
て
放
し
て
も
ら
え
ず
、
買
う
事

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
で
も
買
っ
た
人

は
20
人
の
中
一
人
だ
け
で
は
、
ガ
イ

ド
さ
ん
の
見
入
り
も
期
待
で
き
な
い

で
し
ょ
う
ね
。  

午
後
か
ら
中
国
人
に
も
人
気
の

観
光
地
「
コ
ロ
ン
ス
島
」
で
す
。
フ
ェ
リ

ー
で
ほ
ん
の
１０
分
程
度
で
到
着
で

す
。
小
さ
な
島
な
の
で
す
が
、
途
中

ま
で
は
電
動
カ
ー
ト
に
乗
せ
て
く
れ

ま
す
。
こ
れ
も
旅
行
代
金
に
入
っ
て

 

６
月
２０
日
に
行
わ
れ
た
、
倉
敷
支
部
の
第
３
回
中
国
問
題

文
化
講
座
の
レ
ジ
メ
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

８
月
１１
日
（水
）午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

青木由 

貝吹 

真田 

小林 

竹内和 

竹内袈 

三垣 


